
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
提
出

質

問

第

二

三

二

号

陸
上
自
衛
隊
福
知
山
駐
屯
地
で
展
示
さ
れ
て
い
る
銃
弾
に
関
す
る
質
問
主
意
書提

出

者

岡

本

充

功
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陸
上
自
衛
隊
福
知
山
駐
屯
地
で
展
示
さ
れ
て
い
る
銃
弾
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
六
年
三
月
三
十
日
に
、
京
都
新
聞
が
『
Ｐ
Ｋ
Ｏ
陸
自
宿
営
地
に
着
弾

南
ス
ー
ダ
ン
、
政
府
把
握
せ
ず
』
と
の
記
事

を
掲
載
し
て
い
る
。

同
記
事
に
は
、
『
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
で
南
ス
ー
ダ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
五
次
隊
の
宿
営
地
に
二
〇

一
三
年
十
二
月
、
銃
弾
が
着
弾
し
て
い
た
と
、
陸
自
福
知
山
駐
屯
地
（
京
都
府
福
知
山
市
）
が
展
示
し
て
い
る
こ
と
が
二
十
九

日
、
分
か
っ
た
。
』
、
『
南
ス
ー
ダ
ン
五
次
隊
（
約
四
百
人
）
に
隊
員
を
派
遣
し
た
福
知
山
駐
屯
地
に
よ
る
と
、
着
弾
し
た
の

は
五
・
四
五
ミ
リ
弾
。
駐
屯
地
に
あ
る
史
料
館
で
実
弾
を
展
示
し
て
お
り
、
一
三
年
十
二
月
十
六
日
未
明
に
「
日
本
隊
宿
営
地

に
着
弾
」
と
明
記
し
て
い
る
。
統
合
幕
僚
監
部
報
道
官
室
の
説
明
で
は
、
同
日
午
前
一
時
す
ぎ
、
首
都
ジ
ュ
バ
に
あ
る
宿
営
地

で
複
数
の
自
衛
隊
員
が
銃
声
を
断
続
的
に
聞
い
た
。
着
弾
に
つ
い
て
は
「
承
知
し
て
い
な
い
」
と
い
い
、
同
室
は
「
隊
員
の
安

全
や
警
備
上
の
問
題
か
ら
、
銃
声
音
の
公
表
は
差
し
控
え
て
い
た
」
と
回
答
し
た
。
』
と
あ
る
。

政
府
は
こ
れ
ま
で
、
一
九
九
二
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
派
遣
以
来
、
非
戦
闘
地
域
へ
の
派
遣
を
名
目
と
す
る
Ｐ
Ｋ
Ｏ
で
の
自
衛
隊

宿
営
地
へ
の
着
弾
は
把
握
し
て
い
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
の
通
り
質
問
す
る
。

一



一

記
事
、
並
び
に
駐
屯
地
に
お
い
て
展
示
説
明
さ
れ
て
い
る
通
り
、
『
一
三
年
十
二
月
十
六
日
未
明
に
「
日
本
隊
宿
営
地
に

着
弾
」
』
し
た
と
い
う
事
実
は
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
際
に
何
ら
か
の
被
害
は
な
か
っ
た
の
か
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
趣
旨
で
福
知
山
駐
屯
地
に
お
い
て
展
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
、
政
府
は
把
握
を
し
て

い
た
の
か
。

二

展
示
さ
れ
て
い
る
一
弾
以
外
に
着
弾
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
際
の
被

害
は
な
か
っ
た
の
か
。

三

政
府
は
『
Ｐ
Ｋ
Ｏ
で
の
自
衛
隊
宿
営
地
へ
の
着
弾
は
把
握
し
て
い
な
い
』
と
説
明
し
て
き
た
が
、
他
に
着
弾
は
本
当
に
な

い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


